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実施期間：令和７年 11月 11 日(火)～12 月４日(木) 

対 象：４年 77 名（特別支援学級含む） 

場 所：４年生教室・オープンスペース ・３階算数室 

授業者：風当英文 松橋隼人 澁谷司 鈴木美咲 

 

 

 

マイプラン・タイム（２教科２単元） 

第４学年 社会科・算数科学習指導案 
 

 

 

 

 

             

１ 単元名 社会科「守り、広げよう！東京都の伝統的な技術」 

（わたしたちの大田区・東京都 大田区教育委員会）（８時間） 

      算数科「直線の交わり方やならび方に注目して調べよう（垂直、平行と四角形）」 

（新しい算数 東京書籍）（13時間) 

 

２ 単元の目標 

社会科 

東京都内の伝統的な技術を生かした産業が盛んな地域について、位置や立地条件、人々の活動や産業の

歴史的背景、人々の協力の様子に着目して調べる。また、自らの学習を自己調整し、粘り強く課題に取り

組みながら、人々が工夫して特色あるまちづくりなどの産業の発展に努めていることを理解できるように

する。それに伴い、主体的に学習問題を解決しようとする態度を養う。 

  算数科 

直線の位置関係や四角形の構成要素を理解し、図形についての見方や感覚を豊かにするとともに、図形

の構成について考える力を養う。また、自らの学習を自己調整し、粘り強く課題に取り組みながら身の回

りから垂直や平行の関係にある直線を見いだしたことを振り返り、今後の学習や生活に生かそうとする態

度を養う。 

 

３ 単元の評価規準 

 ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

 

社
会
科 

伝統的な技術を生かした産業

が盛んな地域の伝統工芸品につ

いて各種資料などで調べて、必

要な情報を集め、読み取り、地

場産業が盛んな様子を理解して

いる。また、調べたことをスラ

イドなどにまとめ、伝統的な技

術を生かした産業が盛んな地域

では人々が工夫し、特色あるま

ちづくりや産業の発展に努めて

いることを理解している。 

伝統的な技術を生かした産業

が盛んな地域の位置や自然環

境、伝統工芸品の歴史的背景な

どに着目して、問いを見いだ

し、東京都の特色ある地域の様

子について考え、表現してい

る。また、比較や関連付け、総

合して伝統的な技術を生かした

産業が盛んな地域の様子を考え

たり、学習したことを基に社会

への関わり方を選択・判断した

りして、適切に表現している。 

伝統的な技術が盛んな地域につ

いて、主体的に学習問題を追究

し、解決しようとしている。ま

た、学習を振り返り、今後の生活

や学習に生かそうとしている。自

らの学習を自己調整し、粘り強く

学習に取り組もうとしている。 

研究主題 

こどもを中心としたカリキュラム・マネジメント 
~自由進度学習の可能性を探る~ 

本校では単元内自由進度学習を

『マイプラン・タイム』と呼んで

いるよ。 
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４ 指導観 

（１）単元観 

社会科 本単元で扱う内容は、小学校学習指導要領（平成 29 年告示）において、以下のように位置付けられて

いる。 

社会〔第４学年〕 ２ 内容 

(5) 県内の特色ある地域の様子について、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 県内の特色ある地域では、人々が協力し、特色あるまちづくりや観光などの産業の発展に努めてい

ることを理解すること。 

  イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 特色ある地域の位置や自然環境、人々の活動や産業の歴史的背景、人々の協力関係などに着目し

て、地域の様子を捉え、それらの特色を考え、表現すること。 

本単元では、新宿区、墨田区、荒川区、江東区などの伝統的な技術を生かした産業が盛んな地域である

江戸の風情と職人技が息づく地域を取り上げている。 

それぞれの伝統的な技術の伝承や発展のために取り組む人々の努力や工夫、また位置や歴史的背景など

に着目して地域の様子を捉え、それらの特色を考え表現する力を育てていく。学習を通して、立地条件な

どの特色を生かしてまちづくりや産業の発展に努めている様子を自分たちの住んでいる大田区と比較しな

がら、それぞれの地域の特色を児童が捉えられるようにし、「大田区や他の地域にも伝統技術はあるのだろ

うか？」という気付きにつなげ、伝統的な技術についての興味・関心を広げていくようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算
数
科 

直線の平行や垂直の関係につ

いて理解している。また、平行

四辺形やひし形、台形の特徴に

ついて理解している。対角線に

ついて理解している。 

 

辺の位置関係や構成要素に着

目して、様々な四角形の性質を

見いだして表現している。ま

た、様々な四角形と対角線の特

徴を整理して考え、説明してい

る。平行、垂直、対角線の言葉

を使って、長方形や正方形の形

の特徴について説明している。 

身の回りから垂直や平行の関係

にある直線を見いだしたことを振

り返り、今後の学習や生活に生か

そうとしている。また、学習を振

り返り、今後の生活や学習に生か

そうとしている。自らの学習を自

己調整し、粘り強く学習に取り組

もうとしている。 
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算数科 本単元で扱う内容は、小学校学習指導要領（平成 29 年告示）において、以下のように位置付けられて

いる。 

算数〔第４学年〕 ２ 内容 

Ｂ 図形  

(1) 平面図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 直線の平行や垂直の関係について理解すること。  

    (ｲ) 平行四辺形、ひし形、台形について知ること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し、構成の仕方を考察し図形の性質を見いだす 

とともに、その性質をもとに既習の図形を捉え直すこと。  

本単元では、直線の位置関係や四角形について観察したり作図をしたりして、垂直や平行、対角線の交

わり方や長さ、平行四辺形、ひし形、台形についての性質を見いだし、これらの図形の構成の仕方につい

て考えていく。その中で見いだした性質を基に、既習の正方形や長方形も捉え直し、図形についての見方

を広げていくことをねらいとしている。 

また、図形に対する見方や感覚を豊かにするために操作的な活動ができるように配慮する。分度器など

で調べたり、具体物を実際に動かしたりする中で理解できるような環境を用意し、操作的な活動を通して

直線の位置関係と内部にできる四角形や直角に着目できるようにする。さらに、単元の後半では、学習し

たことを生かした模様作りの課題を設定することで、数学的な見方・考え方を高めるだけでなく、図形の

もつ美しさにも触れたり、形のもつよさについて考えたりできるようにしていく。 

（２）児童観 

   本学年は、第３学年より３回５単元の自由進度学習（以下、マイプラン・タイム）を経験してきている。

その上で改めてマイプラン・タイムに対する意識調査を行った。 

「マイプラン・タイムの学習には進んで取り組みたいですか」というアンケートに対して８割以上の児童

が「とてもそう思う」「そう思う」と肯定的な回答をした。そう回答した児童の中で、「そう思った理由は何

ですか」という問いに対して、多くの児童が「自分のペースで学習が進められるから」「一人で集中できるか

ら」と回答した。同様の質問に対して「全く思わない」「思わない」と否定的な回答をした児童の中で、「そ

う思った理由は何ですか」というアンケートに対して、「分からないときに困る」「先生に教えてもらった方

が分かりやすい」「やりたい課題が見つからない」と回答した児童がほとんどであった。このことから、一人

で学習を進めていくことや自分で選択することに不安を感じている児童もいると考えられることが分かっ

た。 

「マイプラン・タイムで困ったことは何ですか」という質問に対しては、「計画がずれたときの修正」が

33％で最も多く、「自分で計画を立てること」「一人で学習を進めること」が14％だった。このことから、マ

イプラン・タイムの学習に対して肯定的に取り組んでいる児童の中にも、計画を立てることや修正すること

に対して課題意識をもっている児童がいることも分かった。計画通りに進められることだけでなく、その都

度調整していく力も児童に身に付けさせたいと考える。同時に、計画を立てる際に児童が見通しをもてるよ

うな手だてが必要である。 

中学年が目指す「自分に合った学び方を選択し、見通しをもって取り組むことができる児童」に迫るため

に「自己選択できる学習過程や学習教材」「見通しをもつことができる学習過程」を重点とし、児童の自走を

促す。また、選択のヒントとなるような具体物や教材を多く置くことで主体的に自己選択して学習を進めて

いくことにつなげる。また、見通しをもてる学習過程にしたり計画に対する振り返りの時間を確保したりす

ることで、どの児童も安心して学びに向かうことができるようにする。 



4 
 

５ 本単元の学習の関連と発展 

社会科 

□知識の構造図 「守り、広げよう！東京の伝統的な技術」 

  
 伝統的な技術を生かした産業が盛んな地域では、地域の特色を生かして人々が工夫

して、特色あるまちづくりを進めるとともに、産業を守り、未来につなぐ努力をしてい

る。また、大田区にも昔から伝わる伝統技術が残っている。        ⑥⑦⑧ 

伝
統
的
な
技
術
（
伝
統
工
芸
な
ど
）
は
、
昔
な
が
ら
の
作
業
工
程
が 

あ
り
、
現
在
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

② 

伝
統
的
な
技
術
が
盛
ん
な
地
域
の
様
子
に
つ
い
て
、
必
要
な
材
料
や 

地
場
産
業
と
し
て
そ
の
土
地
に
根
付
い
て
い
る
。 

 
 
 
 

 
 
 

③ 

伝
統
的
な
技
術
に
携
わ
る
人
の
思
い
や
工
夫
が
、
盛
ん
な
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。 

  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

④ 
東
京
都
で
は
、
た
く
さ
ん
の
工
芸
品
づ
く
り
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
若
手
職
人
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
進
め
た
り
、
新
し
い
販
売
方
法
や

製
品
づ
く
り
に
努
め
た
り
し
て
い
る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

⑤ 

まとめる 

中
心
概
念 

・
東
京
染
小
紋 

・
江
戸
文
字 

・
江
戸
木
版
画 

・
江
戸
切
子 

 

・
42
品
目
の
伝
統
工
芸
品  

・
工
房 

・
地
場
産
業 

 

問題解決的な学習の過程 

つかむ 調べる 

社
会
的
事
象
（
具
体
的
知
識
） 

用
語
・
語
句 

東
京
都
で
は
、
た
く
さ
ん
の
伝
統
工
芸
品
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
て 

古
く
か
ら
伝
わ
り
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
が
あ
る
。 

 
 

 
 
 

① 

【紋】：東京染小紋 【字】：江戸文字 【版】：江戸木版画 【切】：江戸切子 

【
紋
】・
型
紙 

・
色
糊 

・
型
付
け 

・
水
洗
い 

【
字
】・
骨
組
み 

・
紙
貼
り 

・
文
字
入
れ 

【
版
】・
三
者
分
業 

・
絵 

・
彫 

・
摺(

す
る) 

【
切
】・
割
り
出
し 

・
粗
ず
り 

・
石
掛
け 

【
紋
】・
絹 

・
ち
り
め
ん 

・
神
田
川 

【
字
】・
寄
席
文
字 

・
相
撲
文
字 

・
提
灯
文
字 

【
版
】・
浮
世
絵 

・
和
紙 

・
絵
具
顔
料 

【
切
】・
色
被
せ
ガ
ラ
ス 

・
ビ
ー
ド
ロ 

・
後
継
者 

・T
O
K
YO

職
人
展 

【
紋
】・
染
の
小
道 

・
川
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

【
字
】・
つ
き
じ
江
戸
文
字
と
歴
史
伝
承
の
会 

【
版
】
・
荒
川
ブ
ラ
ン
ド 

・a
r
a
!
k
aw
a 

【
切
】・
江
戸
切
子
桜
祭
り 

・
江
戸
切
子
の
日 
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算数科 

  「垂直、平行と四角形」 

 

  

【３年】 
18「三角形と角」 
・二等辺三角形、正三角形の意味、性質、

かき方 
・形としての角の意味、大小比較 
〇辺の長さに着目し、二等辺三角形や正三

角形のかき方を考える。 

【４年】 
４「角の大きさ」 
・回転の角の大きさと単位 
・角度のはかり方 
・対頂点の性質 
・角のかき方 
〇図形の角の大きさに着目し、測定や表現

の方法を考え、図形を多面的に考察す

る。 

【４年】 
９「垂直、平行と四角形」 
・垂直、平行の意味、性質、かき方 
・台形、平行四辺形、ひし形の意味、性質、

かき方 
・対角線の意味 
〇直線の垂直や平行の関係に着目し、平行

四辺形、ひし形、台形の性質を見いだし、

各四角形の性質を統合的に捉える。 

【５年】 
６「合同な図形」 
・合同の意味、性質 
・合同な三角形、平行四辺形のかき方 
〇図形の辺や角に着目し、図形の形や大きさが決

まる条件を考える。 

【６年】 
７「図形の角」 
・三角形、四角形の内角の和 
・多角形の内角の和 
〇図形の角の大きさに着目し、図形の性質を考え 
る。 
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６ 目指す児童像に迫るための手だて 

   中学年分科会 目指す児童像 

自分に合った学び方を選択し、見通しをもって取り組むことができる児童 

（１）環境・教材の充実 

ア 学び方を選択しやすくするための工夫 

【社会】単元の導入時に、実際の伝統工芸品に直接触れる機会を設けたり、工芸品の制作の様子を収め

た動画等を視聴させたりすることで、４コース（東京染小紋、江戸文字、江戸木版画、江戸切

子）から児童が興味をもとに自分でコース選択できるようにする。 

 

【算数】具体的な操作活動を通して、垂直や平行を体験的に理解することを重視し、操作する物を複数

用意し、自分で選択できるようにする。また、作図お助け動画や掲示物などをいつでも見られる

ようにすることで、自分に合った学び方を選択できるようにする。 

 

イ 意欲をもって学びを進めるための工夫 

【社会】教師自身が実際に工房へ訪れ体験してきた動画や、ベテランや若手の職人に取材して作成した

インタビュー映像、展示会へ参加した際に入手した伝統技術に関する資料を用意することで、児

童の意欲が持続できると考えた。 

 

（２）見通しをもつことができる単元の導入の工夫 

【算数】垂直と平行について単元を通して深く考えることにつながるよう課題提示を導入時に行うこと

で、学習意義を意識しながら見通しをもって学習に取り組むことができると考えた。 
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時 

形態 

目
標 

 
 

学
習
の
流
れ 

評
価
規
準
（
評
価
の
方
法
） 
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時 

形態 

目
標 

 

学
習
の
流
れ 

評
価
規
準
（
評
価
の
方
法
） 

 

 


